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第５３回≪喜多方市民水泳大会≫開催要項 

 

当大会は、水泳競技の普及・振興をとおして技術力の向上・普及及び地域の青少年の健全育成・親睦・交

流を図り、ひいては喜多方市のスポーツ振興と市民の健康増進に寄与することを目的として開催する。 

１．主      催； 公益財団法人喜多方市体育協会 

２．共      催； 喜多方市教育委員会 

３．主      管； 喜多方市水泳協会 

４．日      時； 令和４年８月１１日（木）７：３０ 係員集合／係員打合せ／準備 

                        ７：４５ 開場（選手入場） 

                        ８：００～８：２０ 選手受付（棄権のみ） 

                                  ウォーミングアップ 

                        ８：３０ 開 会 式 

                        ８：４５ 係員最終確認・配置 

                        ９：００ 競技開始 

５．会      場； 喜多方市民プール（ＴＥＬ：０２４１－２２－２８３９） 

６．参 加 資 格； ⑴小学１年生以上の健康な方（市内在住者のみ） 

            ⑵主催者側が講じる新型コロナウイルス感染症対策を順守できる方。 

７．競技種目及び区分； 別表１参照 

※申込み状況により競技順が変更になる場合がございます。 

            ※今大会は、会場内の密を避けるため５０ｍプール種目のみ実施します。 

８．参 加 申 込； 所定の申込書により７月２５日（月）までに下記13に申し込むこと。 

（ＦＡＸ・メール可） 

※小中学生の申込みは、学校申込みのみ受け付ける。なお、大会当日に学校引

率者不在の場合は参加を認めない。（今大会は、新型コロナウイルス感染症

対策として無観客とするので保護者が入場できないため。） 

９．競 技 規 則； 本要項のほか本年度日本水泳連盟競技規則に準じて行う。 

10．表      彰； ○上位３位まで賞状を授与する。 

※賞状の授与は、閉会式にてリレー部門と高校生・一般の部のみ行い、その

他の小中学生の入賞者の賞状は、各学校を通して配布する。 

            ○小学５・６年生男子・女子２００ｍフリーリレーの両部門の市内１位のチーム

にそれぞれ「金子徳太郎杯」を授与する。（持ち回り） 

11．参加上の注意； ⑴健康診断は、各所属する団体（個人参加の場合は各個人）の責任において 

             全選手が実施すること。 

            ⑵参加選手は、スポーツ傷害保険などに加入すること。 

            ⑶傷害等が発生した場合は、応急処置については大会事務局で行うが、以後は 

             各個人の責任において行うものとし、主催者側は一切の責任を負わない。 

12．そ の 他； 

 ⑴レーン及び競技順序等については、喜多方市水泳協会に一任とする。また、当日申込み・部門の変更は

受け付けない。また別表１以外の種目は行わない。 

 ⑵個人種目は、一人２種目まで申し込み可能。（リレー種目除く） 

 ⑶小学生の場合、５０ｍプールには検定合格者のみ入れます。検定バッジは、水着・キャップなどに視認

できる場所につけること。 

なお、検定は市民プール（下記参照）または学校で行っております。検定料は無料ですが、合格者は 

バッジ代４００円が必要となります。 

※検定日：６/２６（日）７/３（日）７/１０（日）７/１７（日）７/２４（日） 

     の１０：００～ 受付（市民プール事務所）／１０：３０～ 検定（市民プール５０ｍ） 

 ⑷ヘルパー（浮き輪等）は使用できない。 

 ⑸“飛び込み”は、正式な指導者より指導をうけ、“飛び込み”を習得した選手のみ、選手本人及び保護
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者並びに所属団体長の責任において行うこと。なお、“飛び込み”は興味本位で行わないこと。 

 ⑹原則的にプール横からの退水とする。 

⑺市民プールでは、走らないこと。 

 ⑻熱中症の予防・対策を各自でとること。また、少しでも体調等に変化があった場合は、棄権すること。 

 ⑼事故などが発生した場合は、主催団体・主管団体は責任を一切負いませんので注意すること。 

 ⑽会場内での写真撮影は、各学校の腕章（色形は任意）を着用した学校引率者及び主催者から許可を受け

た者のみが行えることとする。なお、会場外（フェンス外）からの撮影は禁止。 

 ⑾主催者側で、大会中に写真撮影等を行い、市体協ＨＰ・報道等で使用する場合があるので、予めご了承

願います。なお、肖像権・写真使用権は主催者に帰属するとさせていただきます。 

 ⑿新型コロナウイルス感染予防対策を自主的におこない、新型コロナウイルス感染リスクがあることを

承知のうえ参加してください。また、万が一に新型コロナウイルスに感染した場合でも自己責任におい

て対処してください。主催者はその責任を負いませんのでご注意ください。 

13．大 会 事 務 局； 公益財団法人喜多方市体育協会 

             〒966-0094 喜多方市字押切一丁目８６番地（押切川公園体育館内） 

             ＴＥＬ ０２４１-２３-０７７１  ＦＡＸ ０２４１-２３-０７８０ 

             E-mail info@kitakata-taikyo.jp  ＨＰ☛喜多方市体育協会で検索 

 

 

【新型コロナウイルスの感染拡大防止対策について】 
 

１ 新型コロナウイルス感染状況の影響による大会の延期・中止について 

 ⑴開催要項・開催通知文書・本協会ＨＰなどにその旨を明記し事前に告知する。 

⑵延期・中止の判断の基準 

  ①国・福島県・喜多方市で、本市を対象とする緊急事態宣言・緊急対策などが発出された場合 

  ②本市若しくは近隣市町村でクラスターが発生した場合 

  ③本市の新型コロナウイルス感染拡大状況が急拡大か顕著である場合 

  ④その他 

⑶判断の時期 

  上記⑵の状況が明らかになった時点で速やかに関係団体と協議し判断する。※大会直前の延期・中止も

あり得る。 

 ⑷延期・中止の場合の対応 

  延期・中止の決定がなされた当日か翌日に、（公財）喜多方市体育協会ＨＰに延期・中止の記事を掲載

し、関係団体・関係者に延期・中止の連絡を行う。 

２ 新型コロナウイルス感染状況下における特別措置 

⑴マスク着用・非接触型検温器等の設置・手指消毒アルコール等の配置。 

⑵「体調管理チェックシート（別紙１・２）」の提出。 

※各団体代表者は、来場する関係者全員分を集約し、市民プール入場時に提出すること。 

※体調管理チェックシートの別紙１と２のどちらを使用してもかまいませんが、記入・提出漏れがな

いようにお願いします。 

⑶５０ｍプール使用の種目のみ実施する。 

⑷無観客大会とする。※選手・学校引率者・大会関係者でない方は入場できません。（駐車場は除く） 

⑸開会式は短時間で行う。（主催者あいさつ・祝電披露・競技上の注意・選手宣誓を行う※選手の整列・

国旗掲揚・来賓あいさつ・金子徳太郎杯の返還は無し） 

⑹表彰は、リレー部門と高校生・一般の部を除き、各学校に依頼する。 

⑺閉会式は短時間で行う。（リレー部門と高校生・一般の部の入賞チーム選手の表彰・記念撮影・主催者

あいさつ※国旗降納なし） 

⑻市民プール更衣室内に私物（着替えや靴など）を置かないこと。※荷物は各自で管理すること。 

３ 参加者が順守すべき事項及び新型コロナウイルス感染予防対策（監督・コーチ・選手、大会役員・係員

等の全関係者が対象） 

mailto:info@kitakata-taikyo.jp
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 ⑴大会２週間前から～大会当日の朝 

  ①緊急事態宣言等の対象地域への往来を自粛し、不要不急な生活圏外への外出、大人数での会食、大規

模なイベント参加を自粛すること。 

   ※「密閉」、「密集」、「密接」の三つの密と「感染リスクが高まる５つの場面」などを避け、「新しい

生活様式」などを参考に、感染予防を心掛けること。 

  ②検温及び健康状態等の確認を行い、その結果を記録すること。 

  ③参加者は、大会当日朝の検温で平熱より１度以上（又は３７．５度以上）高い場合は、チーム代表者

及び主催者に報告するとともに、本大会への参加を自粛すること。 

  ④次の事項に該当する場合は、申込み及び出場・出席を自主的に辞退し、申込み後は各団体代表者及び

主催者に電話・メールなどで連絡すること。（直接、会場に来ないこと。） 

  ａ体調がよくない。（例：発熱・咳・倦怠感・味や匂いが分からない・息苦しいなどの症状がある） 

   ｂ同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる。 

   ｃ政府から入国規制・入国後の観察期間を必要とされている国・地域等への渡航又は当該在住者と濃

厚接触がある。 

   ｄ上記③の場合 

 ⑵大会当日 

①会場に入場する全ての方は、入場する際に検温と手指消毒を行うこと。なお、３７．５度以上若しく

は平熱より１度以上高い体温の者は直ちに退出すること。なお、審判・役員なども同様とする。 

②チーム・役係員は、「体調管理チェックシート（別紙１）」を受付に提出すること。（各団体代表者は、

関係者全員分を集約し提出すること。） 

  ③配置してある手指消毒アルコールの使用を心掛けること。 

  ④来場の際は「マスク」を着用・持参し、競技中（競技前後を含む）を除いて、常時マスクを着用する

こと。また、マスクをしていても必要以上の大声での会話を控えること。ただし、熱中症などの予防

や呼吸困難防止のためには、この限りではない。 

⑤選手などが密集・密接する円陣や声出し、整列・ハイタッチ・握手などは行わない。 

  ⑥「大声」かつ「マスク無し」での声援を禁止する。応援したい場合は、原則的に拍手で行うこと。 

  ⑦物品（タオル・ウェアなど）の共有・共用をしない。 

  ⑧使用したタオル・服・マスクなどは、各自で管理し、必ず自分のバックなどに収容する。 

⑨ゴミは持ち帰ること。 

  ⑩ソーシャルディスタンス（約２ｍ）を意識すること。 

  ⑪水分補給を適切に行い、熱中症・脱水の予防に心がけること。 

  ⑫当日は、必要最小限の人数で来場すること。 

  ⑬選手・チームは、自身の試合が終了したら、後片付けをおこない速やかに帰宅すること。（リレー部

門と高校生・一般の部の入賞チーム及び選手を除く。※表彰参加の為） 

⑶大会終了後～２週間後 

  ①検温及び健康状態の確認を行うこと。新型コロナウイルス感染症の陽性が判明した場合は速やかに

各団体代表者及び本協会に報告すること。なお、この場合、「体調管理チェックシート（別紙１）」を

関係機関及び他の関係者・関係団体に連絡することがありますので予めご了承願います。 

  ②終了後の飲食を伴う慰労会やミーティング等は行わないこと。 
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【別表１】         競技種目・競技順 一覧表 

部門 学年区分 性 別 距 離 競技種目 備 考 

１ 小学5・6年生 女子 ２００ｍ メドレーリレー 小学 4 年生以下のメンバー1 名を
含めても良い ２ 小学5・6年生 男子 ２００ｍ メドレーリレー 

３ 中学生 女子 ２００ｍ メドレーリレー  

４ 中学生 男子 ２００ｍ メドレーリレー  

５ 高校生・一般 女子 ２００ｍ メドレーリレー  

６ 高校生・一般 男子 ２００ｍ メドレーリレー  

７ 小学4年生以下 女子 ５０ｍ 背泳ぎ  

８ 小学4年生以下 男子 ５０ｍ 背泳ぎ  

９ 小学5・6年生 女子 ５０ｍ 背泳ぎ  

１０ 小学5・6年生 男子 ５０ｍ 背泳ぎ  

１１ 中学生 女子 ５０ｍ 背泳ぎ  

１２ 中学生 男子 ５０ｍ 背泳ぎ  

１３ 高校生・一般 女子 ５０ｍ 背泳ぎ  
 １４ 高校生・一般 男子 ５０ｍ 背泳ぎ 

１５ 小学4年生以下 女子 ５０ｍ 平泳ぎ  

１６ 小学4年生以下 男子 ５０ｍ 平泳ぎ  

１７ 小学5・6年生 女子 ５０ｍ 平泳ぎ  

１８ 小学5・6年生 男子 ５０ｍ 平泳ぎ  

１９ 中学生 女子 ５０ｍ 平泳ぎ  

２０ 中学生 男子 ５０ｍ 平泳ぎ  

２１ 高校生・一般 女子 ５０ｍ 平泳ぎ  

２２ 高校生・一般 男子 ５０ｍ 平泳ぎ  

２３ 小学4年生以下 女子 ５０ｍ バタフライ  

２４ 小学4年生以下 男子 ５０ｍ バタフライ  

２５ 小学5・6年生 女子 ５０ｍ バタフライ  

２６ 小学5・6年生 男子 ５０ｍ バタフライ  

２７ 中学生 女子 ５０ｍ バタフライ  

２８ 中学生 男子 ５０ｍ バタフライ  

２９ 高校生・一般 女子 ５０ｍ バタフライ  

３０ 高校生・一般 男子 ５０ｍ バタフライ  

３１ 小学4年生以下 女子 ５０ｍ 自由形  

３２ 小学4年生以下 男子 ５０ｍ 自由形  

３３ 小学5・6年生 女子 ５０ｍ 自由形  

３４ 小学5・6年生 男子 ５０ｍ 自由形  

３５ 中学生 女子 ５０ｍ 自由形  

３６ 中学生 男子 ５０ｍ 自由形  

３７ 高校生・一般 女子 ５０ｍ 自由形  

３８ 高校生・一般 男子 ５０ｍ 自由形  

３９ 小学5・6年生 女子 ２００ｍ フリーリレー 小学 4 年生以下のメンバー1 名を
含めても良い ４０ 小学5・6年生 男子 ２００ｍ フリーリレー 

４１ 小学生 男女混合 ２００ｍ フリーリレー 男女各２名・泳ぐ順序は自由 

４２ 中学生 女子 ２００ｍ フリーリレー  

４３ 中学生 男子 ２００ｍ フリーリレー  

４４ 高校生・一般 女子 ２００ｍ フリーリレー  

４５ 高校生・一般 男子 ２００ｍ フリーリレー  

※小中学生対象のフリーリレー・メドレーリレー種目については、学校チームを優先する。 

※№３９・４０部門と№４１部門には、同じ選手はエントリーできない。 

※「金子徳太郎杯」対象部門：№３９部門・４０部門 


